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研究要旨 

薬剤耐性(AMR)対策アクションプランの戦略2.5 ヒト、動物、食品、環境等に関する統

合的なワンヘルス動向調査の実施の取組において、「ヒト、動物、食品における薬剤耐性に

関する動向調査・監視に関するデータ連携の実施」が項目として記載されている。本研究では

当該データの連携を実施するため、①厚生労働省院内感染対策サーベイランス（JANIS）集

計用プログラムを一部改変し移植した動物由来薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）データ

サーバーに、JVARMの農場由来（平成26年～27年）及びと畜場由来（平成24～26年度）大腸

菌について、データの入力作業を実施し、アンチバイオグラムを作成した。また、②JANISで

測定されるヒト用の薬剤とJVARMで測定される動物用の薬剤の薬剤耐性の相関を確認するため、

JANISの調査薬剤（ミノサイクリン；MINO、ピペラシリン；PIPC、アミカシン；AMK）の微量液

体希釈法による最小発育阻止濃度（MIC）と、それぞれと同系統のJVARMの調査薬剤（オキシテ

トラサイクリン；OTC、アンピシリン；ABPC、カナマイシン；KM）の寒天平板希釈法によるMIC

を相関係数等によって比較し、関係について検討した。ABPCについては、相関係数、感度、特

異度ともに良好な値を示し、PIPCとのMICの比較に用いられると考えられた。OTCについては特

異度が低く、MINO耐性の検出には有効であるが、比較の際は注意が必要と考えられた。KMにつ

いては相関係数が低く、AMKとの比較に用いるには検討が必要であることが確認された。さらに

ヒト用医薬品として注射剤が承認され、医療上重要な抗菌性物質として再認識されているコリ

スチンについて、薬剤感受性試験法であるE-test、微量液体希釈法、寒天平板希釈法の3法によ

るMICの相関を検討した。E-testにおけるMICは寒天平板希釈法および微量液体希釈法と比較し、

低い傾向が認められた。寒天平板希釈法は微量液体希釈法と比較し、MICがやや高い株が認め

られたものの、相関係数、感度、特異度ともに良好な値を示し、共にモニタリングに有用であ

ることが確認された。 

 

 

A. 研究目的 

家畜に由来する薬剤耐性菌が畜産食品を介して人

に伝播し、人の健康に危害を与える可能性について

評価するため、国内では動物由来薬剤耐性菌モニタ

リング（JVARM）が構築されている。 

一方、医療の分野においては、医療機関における

院内感染の発生状況、薬剤耐性菌の分離状況および

薬剤耐性菌による感染症の発生状況を調査すること



 

 

で、我が国の院内感染の概況を把握し、医療現場へ

の院内感染対策に有用な情報の還元等を行うことを

目的に、厚生労働省院内感染対策サーベイランス

（JANIS）が構築されている。 

本研究では、薬剤耐性(AMR)対策アクションプラ

ンの戦略 2.5 ヒト、動物、食品、環境等に関する統

合的なワンヘルス動向調査の実施の取組において、

「ヒト、動物、食品における薬剤耐性に関する動向

調査・監視に関するデータ連携の実施」のため、

JVARM データの整備作業を継続した。JANIS では

平成 26 年度にアンチバイオグラムを作成するため

の SIR の基準値が CLSI2007 から CLSI2012 に変更さ

れ、CLSI2007 と CLSI2012 の基準の SIR に基づくア

ンチバイオグラムが並列で公表されている。昨年度

まで JVARM 由来株について CLSI2007 の SIR 基準

に基づきアンチバイオグラムを作成していたが、

JANIS のアンチバイオグラムと比較するために、

CLSI2012 の基準の SIR に基づくアンチバイオグラ

ムを作成することとした。また、平成 24 年から開始

したと畜場由来株についてもアンチバイオグラムを

作成した。 

さらに、JVARM と JANIS では測定薬剤が一部異

なるため、JVARM と JANIS のデータを比較可能か

検討するため、テトラサイクリン系、ペニシリン系、

アミノグリコシド系各薬剤間の薬剤感受性の相関を

確認することとした。 

またヒト用医薬品として注射剤が承認され、医療

上重要な抗菌性物質として再認識されているコリス

チン（CL）について、JANIS では微量液体希釈法に

より感受性が確認されているが、JVARM では平成

21 年まで薬剤感受性試験を寒天平板希釈法で実施

していた。薬剤感受性の推移を JVARM内及び JANIS

と比較可能か検討するため、E-test、微量液体希釈法、

寒天平板希釈法での最小発育阻止濃度（MIC）の相

関を確認した。 

 

B. 研究方法 

(1)家畜由来大腸菌のアンチバイオグラムを

CLSI2007 及び CLSI2012 の SIR 基準により作成 

平成 26～27 年度農場由来大腸菌及び平成 24 年～

25 年と畜場由来大腸菌の MIC データを加工し、

JANIS 集計用プログラムを一部改変し移植した

JVARM データサーバーに入力した。CLSI2007 及び

CLSI2012 の SIR 基準によるアンチバイオグラムを

作成した。 

 

(2) JANIS と JVARM での測定薬剤の相関の確認 

平成 21 年に JVARM において健康家畜から分離さ

れた大腸菌について、JVARM の調査薬剤（オキシ

テトラサイクリン；OTC、アンピシリン；ABPC、

カナマイシン；KM）の寒天平板希釈法による MIC

と、それぞれと同系統の JANIS の調査薬剤（ミノサ

イクリン；MINO、ピペラシリン；PIPC、アミカシ

ン；AMK）の微量液体希釈法による MIC を、相関

係数（スピアマン）、感度及び特異度を計算し、相

関性について検討した。さらに、相関性が低かった

成分について、その原因を検討するため耐性遺伝子

の検出を行った。 

 

(3) 健康家畜由来大腸菌における寒天平板希釈

法、微量液体希釈法および E-test によるコリスチ

ン最小発育阻止濃度の比較  

平成22～26年度に JVARMにおいて健康家畜糞

便から分離された大腸菌 126 株（牛由来：34 株、

豚由来：37 株、肉用鶏由来：32 株、採卵鶏由来

：23 株）を供試株とし、寒天平板希釈法、微量液

体希釈法および E-test を用いて CL の MIC を測定

した。EUCAST での CL のカットオフ値 4µg/mL

を用い、各方法での MIC を相関係数等によって比

較し、関係について検討した。 

 

C. 研究結果 

(1)家畜由来大腸菌のアンチバイオグラムを

CLSI2007 及び CLSI2012 の SIR 基準により作成 

 平成 26～27 年度農場由来大腸菌及び平成 24～25

年と畜場由来大腸菌のアンチバイオグラムを

CLSI2007 及び CLSI2012 の SIR 基準により作成する

（図１～７）とともに、動物医薬品検査所 HP

（http://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3-1.html

）に掲載した。 

 

(2) JANIS と JVARM での測定薬剤の相関の確認 



 

 

相関係数、感度及び特異度はそれぞれ以下のとお

りであった。MINO に対する OTC：0.739、1、0.64。

PIPC に対する ABPC：0.709、1、0.899。AMK に対

する KM：0.241、1、0.873（図８～10）。AMK に対

する KM の相関係数が低かったが、特に KM の MIC

が 128 µg/mL 以上の株において、AMK の MIC との

差が大きくなっていた。特異度が低かった OTC と

MINO、相関係数が低かった AMK と KM について、

それぞれに耐性を示した株で耐性遺伝子の検出を行

ったところ、OTC のみ耐性の株は 31 株中 24 株（77.4

％）が tet(A)を、OTC と MINO 耐性の株は 18 株中

16 株（88.9%）が tet(B)を保有していた。また、KM

のみ耐性の株は調査した耐性遺伝子 6 種類のうち 0

～3 種類を保有していたが、AMK 耐性の 1 株（MIC 

64 µg/mL）は 4 種類を保有していた（図 11）。 

(3) 健康家畜由来大腸菌における寒天平板希釈法、微

量液体希釈法および E-test によるコリスチン最小発

育阻止濃度の比較 

E-test における MIC は寒天平板希釈法および微量

液体希釈法と比較し低い傾向が認められた。相関係

数（スピアマン）、感度および特異度は、微量液体

希釈法に対する E-test：0.684、0.806、0.958。寒天平

板希釈法に対する E-test：0.819、0.674、1.000。寒天

平板希釈法に対する微量液体希釈法：0.801、0.721、

1.000（図 12～14）であった。 

 

D. 考察 

 JVARM の農場及びと畜場由来の大腸菌について

CLSI2007 及び CLSI2012 の SIR 基準によるアンチバ

イオグラムを作成し動物医薬品検査所 HP に掲載し

た。JVRAM と JANIS の比較可能なデータを公表し、

両者の連携を継続的に実施した。これまで大腸菌に

ついてアンチバイオグラムを作成していたが、本研

究班において、食品由来株については、全国の地方

衛生研究所において収集されたサルモネラについて

モニタリングを開始されたことから、家畜由来株と

食品由来株の連携を図るためには、サルモネラにつ

いて来年度以降アンチバイオグラムを作成する必要

があると考えられる。 

 JANIS と JVARM での測定薬剤の薬剤感受性の相

関を確認した結果、PIPC に対する ABPC について相

関係数、感度、特異度ともに良好な値を示し、耐性

性の検出及び比較に有効であると考えられた MINO

に対する OTC について、相関係数及び感度は良好な

値を示したが、特異度が若干低く、耐性の検出には

有効であるが、比較の際には注意が必要と考えられ

た。AMK に対する KM について相関係数が低く、

比較に用いるには検討が必要と考えられた。耐性遺

伝子検出の結果から、保有する耐性遺伝子により、

KM 耐性であっても AMK の MIC が上昇せず感受性

になる可能性が考えられた。 

健康家畜由来大腸菌における寒天平板希釈法、微

量液体希釈法および E-test によるコリスチン最小発

育阻止濃度を比較した結果、E-test による MIC は寒

天平板希釈法および微量液体希釈法と比較し、低い

傾向が認められた。寒天平板希釈法は微量液体希釈

法と比較し、MIC がやや高い株が認められたものの、

相関係数、感度、特異度ともに良好な値を示し、共

にモニタリングに有用であることが確認された。な

お、JVARM で平成 12～24 年に収集した 9,308 株の

菌株について平成 21 年までは寒天平板希釈法で、平

成 22 年以降は微量液体希釈法で CL の感受性試験を

実施した結果を図 15 に示す。図に示す様に MIC2 ㎍

/mL 以上の株の割合は増加傾向が認められておら

ず、家畜での CL の薬剤感受性上昇傾向は認められ

ていない。来年度以降も CL 耐性については微量液

体希釈法によりモニタリングを継続し、薬剤感受性

の推移を確認していく予定である。  

 

E. 結論 

 大腸菌について、CLSI2007 及び CLSI2012 の SIR

基準によりアンチバイオグラムを作成し動物医薬品

検査所 HP に掲載した。ペニシリン系について、

JANIS と JVARM での測定薬剤との薬剤感受性に高

い相関があることを確認し、両モニタリングで実施

された薬剤の耐性率の比較が可能であることを示し

た。テトラサイクリン系について OTC は MINO 耐

性の検出には有効であるが比較の際には注意が必

要、アミノグリコシド系の両薬剤については比較に

用いるには検討が必要であることが確認された。コ

リスチン最小発育阻止濃度を寒天平板希釈法、微量

液体希釈法および E-test で比較し、E-test は MIC 値



 

 

が低いが、いずれの試験方法も相関係数、感度およ

び特異度について良好な値を示し、CL 耐性率のモニ

タリングに有用であることが確認された。 
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図 1. 2015 年 CLSI2007SIR 基準 JVARM 農場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 2. 2014 年 CLSI2012SIR 基準 JVARM 農場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 

 

 

図 3. 2015 年 CLSI2012SIR 基準 JVARM 農場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 

 
 図 4. 2012 年 CLSI2007SIR 基準 JVARM と畜場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 
 図５. 2013 年 CLSI2007SIR 基準 JVARM と畜場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 
 

 
 

図 6. 2014 年 CLSI2012SIR 基準 JVARM と畜場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 
 

図 7. 2014 年 CLSI2007SIR 基準 JVARM と畜場由来株のアンチバイオグラム 



 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

図 8. MINO と OTC の MIC の相関 

図９. PIPC と ABPC の MIC の相関 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

AMK KM ｓｔｒA strB aph(3')-Iia aac(3)-Iia aac(6')-Ib ant(3'')-Ia
21-Ec-C-67 1 >512 - + + - - +
21-Ec-C-54 2 128 - - - - - +
21-Ec-C-66 2 128 - + - + - +
21-Ec-L-99 2 >512 - + + - + -
21-Ec-P-43 2 >512 - - + - - +
21-Ec-P-95 2 >512 - - + - - -
21-Ec-C-28 4 >512 - + + - - -
21-Ec-C-70 4 >512 - + + - - -
21-Ec-C-89 4 >512 - + + - - -
21-Ec-L-44 4 >512 - - - - - -
21-Ec-L-98 4 >512 - + + - + -
21-Ec-C-53 8 128 - - - - - -
21-Ec-P-91 16 >512 - + + - - -
21-Ec-P-110 64 >512 - + + - + +

株 MIC (µg/mL) アミノグリコシド耐性遺伝子

図 10. AMK と KM の MIC の相関 

図 11. KM 耐性株におけるアミノグリコシド耐性遺伝子 



 

 

 

 
 

 

 
 

 

図 12.コリスチンの微量液体希釈法と E-test の MIC の相関 

図 13.コリスチンの寒天平板希釈法と E-test の MIC の相関 



 

 

 
 

 

 

 
 

図 15. JVARM におけるコリスチンの薬剤感受性の推移 

図 14. コリスチンの寒天平板希釈法と微量液体希釈法の MIC の相


